
　【相談員】

指名

【ハラスメント防止対策委員会】

報告

　　報告 対応

*ハラスメント等の認定に対して、当該認定に係る通知を受け取った日から２週間以内に異議申立てを行うことができる。

＜異議申立てが行われた場合の流れ＞

令和６年１０月１日施行

ハラスメントの苦情相談等の流れ

苦情の相談 申立て（文書）

報告（速やかに）

付議

相談者（申立人）

苦情相談窓口（ハラスメント相談員）

担当理事
※適当な相談員を指名し、事案の対処にあたらせる。

ハラスメント防止対策委員会

幹事会
※委員長及び副委員長２名で構成

※申立ての要件を確認し、申立の受理の可否を決定

及び事案の取扱いを検討

調査部会の設置

を要する場合

ハラスメント防止対策委員会
※事実関係の調査

※調査結果に基づき審議し、調停、仲裁その他の適切な措置

を決定

※加害者とされる者に対する懲戒処分の要否について検討

調査部会の設置

を要しない場合

調査部会

※事実関係の調査

※ハラスメントに該当するか否かの確認

※調停、仲裁その他の措置を行うことの必要

性の有無

※原則、２ヶ月以内に委員会へ報告

被行為者（申立人）

報
告
（
重
大
事
案
）

保健管理センター教員 １名

（センター長を除く。）

研究科選出の教員 ８名

事務局選出の事務職員 ４名

センター選出の技術職員１名

相談員

行為者（被申立人）

調査部会の設置

を要する場合

調査部会の設置

を要しない場合

学 長
※委員会からの報告について検

討し、必要な措置を講ずる。
相談者（申立人）＊

報
告
（
重
大
事
案
）

行為者（被申立人）＊

一 担当理事（委員長）

二 総務担当理事

三 研究科長

四 副研究科長

五 専攻長

六 保健管理センター長

七 委員長が必要と認めた者

※上記二～六の委員のうち

から、委員長が副委員長

２名を指名



異議申立て（文書）
　　　　　　　　（通知を受け取った日から２週間以内）

　　　

報告
　

　　報告

ハラスメント防止対策委員会

幹事会
※申立の受理の可否を決定

受理を決定した

場合

ハラスメント防止対策委員会
※再調査結果に基づき、ハラスメント等の認定の取り消しその他必要な措置

を決定

被行為者（申立人） 行為者（被申立人）学 長
※委員会からの報告について検

討し、必要な措置を講ずる。

調査部会
※事実関係の再調査

対応


